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フランス共和国 レジオン・ドヌール勲章 受章

森ビル株式会社（東京都港区）取締役・森美術館理事長 森佳子は、3 月 26 日（火）に

フランス共和国より「レジオン・ドヌール勲章」を受章、「シュヴァリエ」に叙されました。

今回の叙勲は、森美術館における「アネット・メサジェ展」（2008 年）や「フレンチ・ウィ

ンドウ展」（2011 年）の開催、日本における「ポンピドゥー友の会」の発起などの活動が、

日仏の文化交流に大きく貢献したと評価されたものです。

森佳子は、森美術館の理事長や、森ビル取締役

としての職務を通して、当社の文化事業を推進す

るとともに、英国ロイヤルアカデミーのトラステ

ィーや、ロシア美術館国際諮問委員会委員、東京

都芸術文化評議会評議員、公益財団法人日仏会館

諮問委員など、国内外で芸術、文化に関わる活動

を続けています。

今回の叙勲に際し、クリスチャン・マセ大使は「ポンピドゥー・センターをはじめとす

るフランスの文化施設との関係が発展し、日本においてフランス人アーティストを定期的

に紹介することが可能となったのは、日本における現代アートの振興および国際化ならび

にフランスと日本の文化的交流の深化に尽力した森佳子さんの功績が大きい」と述べてい

ます。

文化都心「六本木ヒルズ」と、その象徴である森美術館は、本年 10 周年を迎えます。

森ビルは、今後も引き続き、文化や芸術を街の磁力に世界中の人々を惹きつけ、広く世界

に開かれた街づくりを推進して参ります。

【本リリースに関してのお問合せ先】

森ビル株式会社 広報室 渡邉、堀岡

TEL :03-6406-6606 FAX： 03-6406-9306 E-mail：koho@mori.co.jp



森 佳子

森ビル株式会社取締役 森美術館理事長

英国ロンドンのロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ トラステ

ィー（1999 年～）、公益財団法人大林財団 評議員（2004 年～）、

東京都芸術文化評議会 評議員（2007 年～）、公益財団法人日本

テレビ小鳩文化事業団 評議員（2007 年～）、アジア・ソサエテ

ィ（ＮＹ）インターナショナル・カウンシル・メンバー（2008

年～）、ロシア美術館インターナショナル・アドバイザリー・ボ

ード・メンバー（2009 年～）、一般財団法人小田原文化財団評議

員（2009 年～）、公益財団法人日仏会館 諮問委員（2012 年～）を務める。

アネット・メサジェ展：聖と俗の使者たち

会期：2008 年 8 月 9 日（土）～11 月 3 日（月・祝）

入館者数：420,067 名

内容：フランスを代表する女性アーティスト、

アネット・メサジェを紹介する日本初の大規模な個展。

フレンチ・ウィンドウ展：デュシャン賞にみるフランス現代美術の最前線

会期：2011 年 3 月 26 日（土）～8 月 28 日（日）

入館者数：425,240 名

内容：フランスで最も権威ある現代美術コレクターの

団体「ADIAF」が主催する「マルセル・デュシャン賞」

の 10 周年を記念し、同賞のグランプリ受賞作家やマル

セル・デュシャンなど 28 名の作品を一挙に公開。

レジオン・ドヌール勲章

この勲章はナポレオン・ボナパルトによって 1802 年の５月 19 日に創設されたもので

あり、平時戦時に軍人や文化・科学・産業・商業・創作活動などの分野における民間人

の「卓越した功績」を表彰することを目的としています。

レジオン・ドヌール勲章のシュヴァリエには、白川方明前日本銀行総裁、山東昭子参

議院議員等が叙されています。本勲章には 3 つの Grade と呼ばれる等級と、さらにその

上に Dignite － グラントフィシエ Grand Officier（2 等）とグランクロワ Grand-Croix

（1 等）があります。シュヴァリエ、オフィシエ、コマンドゥールは日仏間の経済、文化

交流の発展への功労者等に与えられます。

マチュー・メルシエ《無題》2007年 Coutesy: Galerie Lange + Pult, Zurich

「フレンチ・ウィンドウ展：デュシャン賞にみるフランス現代美術の最前線」展示風景
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